
▲「再開発準備組合」の設立総会（平成18年12月3日） ▲元気に遊ぶこの子ども達には「いじめはない」�

　
土
山
駅
北
地
区
に
お
い
て
は
、

「
土
山
駅
北
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
平
成
１４
年
度

に
設
立
し
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
永
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
や
っ
と
「
再
開
発
準
備

組
合
」
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。
�

①
都
市
計
画
認
可
の
予
定
は
。
�

②
「
地
区
再
生
計
画
」
に
続
き
、

「
街
区
整
備
計
画
」
の
策
定

が
必
要
で
は
。
�

③
「
都
藤
材
木
店
」
跡
地
の
町

独
自
で
の
利
用
計
画
は
。
�

④
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
の
認
可
は
。
�

⑤
当
地
区
は
密
集
市
街
地
で
あ

る
と
思
う
が
、
都
市
計
画
的

に
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
。
�

⑥
問
題
解
決
の
た
め
、
住
民
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
は
。
�

��①
権
利
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば

町
は
決
定
で
き
な
い
。
�

②
大
半
の
合
意
形
成
が
出
来
た

時
点
で
実
施
。
�

③
「
都
藤
材
木
店
」
跡
地
の
利

用
は
、
土
山
駅
北
地
区
全
体

を
対
象
と
す
る
。
�

④
認
定
の
予
定
は
な
い
。
�

⑤
市
街
地
と
し
て
か
な
り
悪
い

状
態
で
あ
る
。
早
期
整
備
を

期
待
し
て
い
る
。
�

⑥
役
員
会
に
も
参
加
し
ま
す
。
�

　
ま
た
国
、
県
の
指
導
を
受
け
、

情
報
を
密
に
し
て
推
進
し
て

い
く
。
�

��　
土
山
駅
南
地
区
の
整
備
に
つ

い
て
、
前
回
の
議
会
答
弁
の
中

で
は
、
計
画
に
つ
い
て
庁
内
部

で
検
討
中
で
あ
り
、
関
係
者
と

の
協
議
を
要
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
の
進
行
状
態
は
。
�

①
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
り
ま
」

と
の
話
し
合
い
は
。
�

②
中
央
公
民
館
と
の
関
連
性
は
。
�

③
北
小
の
廃
校
後
の
利
活
用
は
。
�

④
平
成
２０
年
に
当
地
区
に
５
０

０
席
の
ホ
ー
ル
を
建
て
る
と

の
町
長
談
が
あ
っ
た
と
か
。
�

���①
現
在
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、

公
園
、
駐
車
場
な
ど
の
配
置

や
規
模
な
ど
検
討
中
。
�

②
文
化
交
流
施
設
と
し
て
必
要

な
改
修
を
進
め
て
い
く
。
�

③
北
小
の
子
ど
も
た
ち
が
新
学

校
に
落
ち
着
く
ま
で
は
、
現

状
の
学
校
開
放
以
上
に
、
廃

校
後
の
利
活
用
は
考
え
て
い

な
い
。
�

④
ひ
と
つ
の
案
と
し
て
出
た
だ

け
で
決
定
事
項
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
�

答弁＝情報を密にしていく�

緑
生
会
�

松
本
　
か
を
り
�

答
弁
＝
木
村
理
事
�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

決
定
事
項
で
は
な
い
�

駅
南
地
区
に
文
化
ホ
ー
ル
は
�

駅北地区のまちづくりは�

　
教
育
基
本
法
は
国
家
百
年
の

大
計
を
な
す
法
律
で
す
。
今
国

会
に
お
い
て
議
論
が
尽
く
さ
れ

な
い
ま
ま
、
改
正
さ
れ
る
こ
と

は
残
念
の
極
み
で
す
。
�

　
教
育
基
本
法
改
正
の
論
点
と

し
て
の
�

①
 
愛
国
心
�

②
 
国
と
地
方
の
役
割
�

③
 
教
育
委
員
会
制
度
�

④
 
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
�

⑤
 
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
�

に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。
�

���　
今
回
の
改
正
教
育
基
本
法
に

よ
る
教
育
振
興
基
本
計
画
も
形

を
表
し
て
い
な
い
の
で
個
人
的

な
意
見
に
留
め
た
い
。
�

①
愛
国
心
に
つ
い
て
は
、
国
を

愛
せ
よ
と
一
方
的
に
教
え
る

の
で
は
な
く
、
自
然
に
生
ま

れ
育
む
も
の
と
考
え
る
。
�

②
地
方
の
財
政
力
の
差
が
教
育

に
反
映
さ
れ
る
結
果
に
な
り
、
�

　
国
の
教
育
水
準
が
担
保
さ
れ

　
て
い
る
か
疑
問
で
す
。
�

③
広
く
地
域
住
民
の
意
向
を
反

映
し
た
教
育
行
政
を
実
現
す

る
た
め
、
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
仕
組
が
必
要
で
す
。
�

④
い
じ
め
る
生
徒
に
対
し
て
は
、

出
席
停
止
な
ど
の
措
置
も
含

め
、
毅
然
と
し
た
指
導
が
必

要
と
の
観
点
か
ら
「
早
期
発

見
」
、「
早
期
対
応
」
で
解

決
し
た
い
。
�

⑤
こ
の
事
業
は
、
地
域
社
会
の

中
で
放
課
後
に
子
ど
も
た
ち

の
安
全
で
健
や
か
な
居
場
所

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

全
児
童
を
対
象
に
子
ど
も
の

健
全
育
成
を
支
援
す
る
事
業

で
す
。
�

　
学
童
保
育
事
業
は
平
成
１９
年

度
も
実
施
す
る
と
の
情
報
を

得
て
お
り
、
「
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
」
と
は
別
途
に
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

���　
国
に
お
け
る
恒
久
減
税
の
廃

止
に
伴
い
住
民
税
や
所
得
税
が

増
税
し
、
ま
た
国
民
健
康
保
険

料
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
値
上

げ
に
対
す
る
取
り
立
て
は
厳
し

い
が
、
納
め
た
税
金
な
ど
の
使

い
道
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
の

が
実
感
で
す
。
�

　
若
年
層
、
高
齢
者
、
あ
る
い

は
少
子
化
対
策
と
し
て
子
ど
も

の
人
数
に
応
じ
た
軽
減
と
し
て
、

住
民
税
の
減
税
を
図
っ
て
は
。
�

����　
税
金
の
使
い
道
は
広
報
紙
に

も
掲
載
し
、
住
民
の
理
解
を
得

て
い
る
。
�

　
高
齢
者
、
若
年
層
や
子
ど
も

の
人
数
に
応
じ
て
の
住
民
税
の

減
税
は
、
一
律
か
つ
無
条
件
に

税
負
担
の
軽
減
免
除
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
、
減
免
規
定
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
実
施
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
�

答
弁
＝
松
田
教
育
長
�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

規
定
外
で
実
施
で
き
な
い
�

住
民
税
の
減
税
は
�

答弁＝個人的な意見に留めたい�

河
南
　
博
�

教 育 問 題 に つ い て �

緑
生
会
�
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